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ムードの形式と意味（2）  
一事態説明の表現－  
寺 村 秀 夫  
1．はじめに   
前回では、コト・叙述内容を素材として、話し手が自らの主観、立場を表わ  
す文の要素を「ムード」として一括し、それをほぼ次のように分け、そのうち  
の「概言的報道」を表わすと考えられる助動詞の類についてその使い分けの要  
因を考察した。   
意味・機能から見た分類：  
－ 
確言  
概言的報道  
ー  
??
???????????????叙述の  
働きかけ  
敬意（±）  
相手に対するもの  
人に対するもの  
文中の登場者に対するもの  
形態・統語類から見た分類：  
i）述語に先行する補語（各種の格に立つ名詞句）に後接し、その部分を特  
に取立てる役割をもつもの（係助詞・副助詞）  
ii）述語用言の活用形  
iii）述語が現在形または過去形で終わり、そこで言い切れば文として成立  
し得るような形に後接し、先行する部分が表わすコトに対する話し手  
の主観・立場を表明するもの（助動詞、およびいわゆる形式名詞とダ  
の類が結びついて助動詞化したもの）  
iv）上の（ii）または（iii）に後接し、先行する部分全体を素材として、話  
し手が相手に働きかける気持を表わすもの（終助詞）  
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今回は、統語的特徴から見て概言的表現とパラデイブマテイツタなセットを  
成す、次のような形式の意味・使い分けについて考えることにしたい。  
（1）ハズダ、ワケダ、モノダ、コトダ、トコロダ、ノダ   
これらの形は、従来国文法では「形式体言に指定の助動詞ダの付いたもの」  
と説明されるが、そのような規定が、日本語の構文体系の中にどのように位置  
づけられるかが判然としない。元来「形式体言」「形式名詞」という用語自体  
が、その命名者たる松下大三郎や、早くからハズ、ワケ、モノなどに「特別の  
注意を要する」機能があることを指摘した山田孝雄の意図がどうであったにせ  
よ、これらの名詞のもつ多岐な構文的機能についての記述を、品詞別文法の枠  
の中に押し込めてしまう可能性とつながっている。   
名詞の中のあるものが、本来の名詞に託される構文的機能一述語に対する  
補語となったり、文の題目や、題目に相対する述語の実質概念を表わしたりす  
る－を離れて、形式的には連体修飾構文の被修飾語としてあるコトを承けと  
め、それを次の文に副詞的に修飾させる、つまり接続助詞のような働きをした  
り、ダと結びついて助動詞のように働いたり、あるいは文末に来て終助詞化し  
たり（「マア、イイ子ダコト」）する、そのような構文的な機能を担うのに応じ  
てその実質的な意味が稀薄になる、そのことが「名詞の形式化」であると理解  
すべきであろう。「形式名詞」という名詞の下位類があって、それが共通の意  
味・機能を常にもつと考えるのは正しくない。   
もっとも、このことは、そのように機能的に分化した名詞を、それぞれの統  
語類型の中に分属させれば万事コトが済むということを意味しはしない。トコ  
ロならトコロ、モノならモノという語の本来持っていた実質的な意味それ  
は日本人の基本的な抽象化思考を反映しているが、どの程度「機能語」化  
したそれらに残っているかということはそれなりに興味ある題材であろう。   
こういう考えのもとに、本稿では、先に（1こ）に掲げた形式を一括し、前回の  
横言の助動詞と並んで、「ムードの助動詞」という構文要素を成すものと考え  
る。その助動詞化したものと見ることを支える文法的事実としては、（実質）名  
詞として使われるときに見られる現象、たとえば、  
（2）コノアタリノ、啄木ガ明治30年二住ンデイタトコロダ。  
のような文の中の、修飾節中の主格語「啄木ガ」が「啄木ノ」ともいえること  
（「ガノ可変」）や、前接する動詞を丁寧体にして、「住ンディマシタトコロデ（ゴ  
ザイマ）ス」とすることができるといったようなことが、  
（3）家二戻／レト、郁代ガ大阪カラ帰ッタトコロデアツタ。   
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のような文ではできない、といったようなことが挙げられよう。   
つまり、上の（1）にあげた形でも、ダを切り離して、ワケ、モノその他でま  
とめられる部分が、機能的にも意味的にもなお名詞句としての性格を明らかに  
もっていると考えられるものは、本稿のいう（ムードの）助動詞ではない。次の  
（a）はいずれも名詞句＋（指定詞）ダ、（b）は名詞とダが一体となって助動詞化し  
たものと考える。  
（4）a．見ルコトハ括ジルコトダ。  
b．色々老エズニ、トモカク信ジルコトダ。  
（5）a．コレノ、イモナドノ戌ヲムクモノデス。  
b．イモノ戊ノ、コウイウフウニムクモノデス。  
（6）a．ソレガ私ガコノ寺へ来タワケデス。  
b．ソウ考エテ私ハコノ寺へ来タワケデス。   
それぞれの（a）は、「．‥コト」「．‥モノ」「‥・ワケ（＝理由）」などが名  
詞述語文の述語の位置に来て‘たまたま’ダと合したものである。ダを切り離  
して、たとえば、ガ、ヲ、ノ、ニなどの格助詞をつけて何らかの述語に対する  
補語としてもその句全体の意味は変らない。が、（b）ほそうではない。   
先に述べたように（ユ）の助動詞は、概言の助動詞ブロウ、ラシイなどとパラ  
ディグマテイツタな関係にあるが、両者はまた一多くの日本語の助動詞がそ  
うであるように－シンタグマテイツタな関係をももつ。両方の要素が一文中  
に共起するときは、（1）の類が先に、概言の類が後に現れるのが普通である。   
一般に日本語の文は、外界の事象を客観的に描くための語組みが先に、話し  
手の主観、立場を表わす要素が後に来る。後に来るほど主観的色彩が濃く、最  
後に相手に働きかける表現で文が結ばれる。勿論副助詞や間投助詞のように始  
めの方に、あるいは途中で話し手が顔を出すことはあるが、¶応大まかには上  
のように文が組立てられるといってよい。とすると、同じくムードの表現であ  
るといっても、（1）の類がわずかにコトとの関わりが強く、より論理的で、横  
言の類がより主観的、情意的ということがいえるかと思う。  
（1）の類に共通していて、横言と対立する点は、後述のようにノ、ズダの2面  
性をしばらく措くと、概言が、直接の経験によって話し手が知り得たのでない  
が、自分の経験、知識、周囲の状況や他から伝え聞いた情報をもとに、おおむ  
ねこうであろうと報道する、そういう表現であるのに対し、（1）の類は、事実  
として現に存在する事態について、その事態を招いた原因、その背後の事情、  
その現象の底にある本質、あるいはそれを別の角度・観点から見直した場合の   
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意義などを相手に説明しようとする表現である点によって特徴づけられる。後  
にそれぞれについて見るように、このような解説・説明という範囲を越えて、  
このようにあるべきだと理想を述べたり、相手にそのような事態の実現を要求  
したり、あるいは単に事態に対する驚き、感嘆を表わしたりというように、こ  
の（1）の額の形式のもつ意味は大きな拡がりをもつが、簡単な言葉でこれらの  
表現内容を代表させるとすると、「（事態の）説明」ということでよいかと思わ  
れる。以下これについて個別的に見ていくことにする。   
2．ハズダ   
ハズ（筈）は辞書などで一般に「当然そうなるような状況、道軋事情。予定。  
わけ」などを表わナと説明されている。たしかに、たとえば、  
（7）親方ハ今日束ラレマスカデ  
ー束 ルハズデス。  
のような文脈では、  
（8）－一月むレコトニナッティマス。  
と言い換えても大した違いはないように見えるから、「．．．ノ、ズダ」は「当然  
そうであるような状況だ、理屈からいってそうなる、その予定だ」と同義であ  
ると考えられそうである。しかし、もう少しいろいろな文脈の中で観察してみ  
ると、上のような鋭明にほ一つの貢大な点が押えられていないことが分る。そ  
れほ、ムードの助動詞全般について言えることであるが、「当然そうなる状況」  
というのも、あくまで話し手が主観的iこそう捉えた状況だ、という点である。  
（以下下点すべて寺村）  
（9）このころ法隆寺でも、大がかりな改築修理の工事がおこなわれていた。  
その工事の現場主任であった浅野活氏は考えた。  
「地盤には、礎石のおかれたあとが穴になって残るはずだ。礎石が  
助かされたあとは、ほかの土で埋められるだろうが、ていねいに上か  
ら土をはがしてゆけば、その穴をみつけることができるにちがいな  
い。」  （直水草次郎「古代国家の成立」）   
上の「残るはずだ」を「残ることになる」「残ることになっている」などと  
言い換えることはできない。「当然残る道理だ」と、浅野氏が考えたのであっ  
て、客観的にそういう事態があるというのではないからだ。「コトニナル」と  
いうのが使えるのは次のような場合である。  
（10）「ひまわり」が地球を→周する速さは、地球の自転周期23時間5（i分   
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4秒とほぼ同じだ。地球の動きにあわせてあるので、常に一定の位置  
に「静止」していることになる。  （天声人語」1977，9）   
上の「ことになる」を逆に「はずだ」とすると、話し手が自分の推理ではそ  
うなるという言い方になり、上のように自然科学的な「客観的な」道理をいう  
文脈ではそぐわない。「わけだ」とほ言い換えられる。ワケダについては後に  
述べる。もう2例だけ挙げる。  
（11） どの夫婦にも、結婚する時、二人が思い描いたささやかな希望がある  
はずである。  （朝日新聞1971，7）  
（12）そして、この大きな犠牲の報酬として、彼は二度と再び言葉も交さな  
いはずの女と、電話で話すだけの釈明を、自分白身に対して掃えた。  
（里見敦「善心悪心」）  
（11）も「ことにな（ってい）る」でほ置き換えられない一案際殆んどの場合そ  
うだといってもよぃトーー一例だが、そういう道理だという自分の土観を、客観的  
な道理、経でも否定することのできない根拠のあるものとして言うというこの  
表現の本質がよく現われている。（12）の「．‥ほずの女」は、「・‥ことにな  
っていた女」とも言えないことばないが、ここでは自分が心中そう思い決めて  
いた、ということが「はず」によって表わされていると思われる。むしろ「つ  
もりだった」というのに近いだろう。   
′、ズダが使われる条件を簡単にまとめると次のようになろう。   
ある未知の、または不確かな事柄（たとえば（7）の閏に含まれる事態，命題  
－かりにQ とする）が、既知、既定の事実（P とする）から推理すると、当  
然そうなる（またはそうならない）ということを表わしたいとき、Qノ、ズダ（ま  
たはQナイハズダ）となる。Pは（7）の例でいうと、親方は本場所前の1週  
間は必ず毎日稽古を見に来る、来ないときは必ず前日連絡がある、今までに何  
の連絡もない．．．といったように、いくつかの既定の事実であることもあるが、  
別に一つだけであっても差支えない。   
ノ、ズダも、コトニナル、ワケダも同じようにP→Q という推論、推理の結  
果の判断の表現である点において共通するが、ハズダが後二者と遣うのは、出  
発点に「未知または不確実なQ」があるという点だといえる。「（成功ス／レ）ハ  
ズグッタ」というのは、過去の、つまり今からふり返れば既に定まった事態に  
ついての言及であるが、その時点では話し手にとって未知、不確実なことであ  
り、その時点では「当然成功する、そういう確信をもつだけの根拠が客観的に  
存在する」と主観的に思っていたわけである。   
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ノ、ズダの用法は大筋は以上のようなことで、後述のワケダとは明瞭に区別さ  
れるが、ここに一つだけ、ワケダと重なるようなハズダの使い方がある。それ  
は、  
（13）魯イ暑イト患ッティタラ、暑イハズダ、今日は「大祭」と暦二書イチ  
アルヨ。  
（14）彼ハフランス語ガウマイノ、ズダ。中学出ルマデフランスニイタンダヅ  
テ。  
というような使い方だ。これほ既定の事実についていうもので（だから）ワケダ  
と言い換えることができるただひとつの文脈だ。これは前述のハズダの使用の  
条件の原則に合わないが、この「Qノ、ズダ」のQは、話し手が特に強い印象  
を受け「どうしてそうなのかと不思議に（かねがね）思っていたら、Pという事  
実を知った、それなら当然．．．」というような、かなり限定された状況での用  
法であること、その根拠となるアが，Qハズダの前後に常に言語化されてい  
ること（それがないとやはり未知、不聴実なことについての推理になる）などを  
考えると、ハズダの特殊な用法としてよいかと思われる。従って先の原則は修  
正Lない。   
最後に否定と疑問について簡単に記しておきたい。   
Qの真偽、あるいは確実さを知るために、P・ア1，P：．‥）から推理した結果、  
肯定であれば「来ルハズダ」、否定であれば「来ナイハズダ」のようになること  
は先に見たとおりであるが、／、ズダの否定としては、もう一つ、ハズガナイ、  
という、いわばそれ自体の否定がある。一つだけ実例を挙げる。  
（15）今場所の旭国は、おそらく当時【昭和38年】の北葉山と同じ心境だろ  
う。口では「オレみたいな小さな体では優勝は無理」と、あくまでワ  
キ役に徹し切ろうとしているが、本心からそんなことを思っているは  
ずがない。それが／、ツキリと［今日の］取り口になって表れた。  
（朝日新聞1ウ77，9）   
ノ、ズガナイが出てくる文脈を見ていくとまず気のつくことは、話し手がその  
1命題Qについて初めから否定的態度をとっている点である。そこが、Qの未  
知・不確実が引き金となっている「．‥ナイハズダ」との遠いであろう。つま  
り、Qに対する否定的断定がまず心中にあって、そのことをいわば万人に認め  
させるために、そのような事態の可能性をうかがわせるような「筈」（ふつう  
辞書に記載されているような意味での）がどこにも存在しないという言い方を  
とるのだと考えられる。ノ、ズはここで（辞書にも時に同義・類義語としてあげ   
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てある）「ワケ（訳）」と重なる。事実、ハズガナイが使われているところでは殆  
んどの場合、ワケガナイと言い換えることができる。   
ノ、ズダの疑問の形「ハズ（デス）カP」は、言えないことはないような気がする  
が、実例は見当らない。実際に耳にすることもないようだ。コトニナル、コト  
ニナッティルなどの疑問の形がごく普通なのにノ、ズダの疑問の形がないのは、  
やはり先述のように、ノ、ズダが、実は主観的な自分の推理を、客観的な道理で  
あるという形で持ちかけるものだということから説明できる。   
3．ヮケダ  
「わけ（訳）」は、国語の辞書では火体、「物事の道理、筋道、理由、内容、事  
情」を表わすというふうに説明されている。ワケダは外国人に意味を適確に理  
解させたり、遺跡こ運用させたりすることの難しいことばの一つなので、その  
方面からの記述はもっと親切であ・る。Alfonso（1966）やMartin（1975）の説  
明など大いに我々の参考になる。最も新しくそして詳しいのは森田良行『基礎  
日本語2』であろう。   
本稿では、しかしこれらの説明を紹介・論評するゆとりがない。以下の特徴  
づけは、当然従来の考察と重なるところが大きいが、それらの分類的説明では  
なお満されない点、すなわちどういう条件でハズダが選ばれ、どういうときに  
ノ、ズダ、モノダ、カラなどと重なるかあるいは対立するか、それがどういう構  
文的特徴を伴うかという視点から整理してみたい。   
まず、ワケダのワケが、自立名詞的性格をもち、それがダと結びついた、と  
いう場合は、他の場合と区別する必要がある。先の例文（6a）もそうであるが、  
次のような文で考えてみよう。  
（16）これが、主些担顔が訴りも毀：塾∫長じ堂垂旦鞋ら旦り貢埋空  
荷たわけだ。   
このような文の成り立ちを次のように想定できるだろう。  
（17）a・どうして平家物語はこんなに長い生命を持ち、支持を得たのだろ  
う。  
b・それは、この物語に描かれている人々に、同類の物語には見出せ  
ない人間造型力享加卓上オ仁王ヒニ受からだ。  
（16）の「わけ」は、「理由、原因、結果、前、後、左、右」のように、「相対  
性」をもつ名詞の一つで、その類に独特の連体修飾構文の被修飾名詞として立  
つことができる。この類の名詞を修飾する部分（この場合は節）はその名詞の内   
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容でなく、その名詞に相対する概念、事態を表わナ。（16）の「わけ」は「理  
由」「原因」と言い換えることができるが、その「原因、理由」は何かという  
と、（17b）の下線部分である。「わけ」を修飾している（16）の下線部ではない。  
（16）の文の′汁組みほ、  
コレガ［】ワケダ  
で、ワケは、それを修飾する11の部分と一体となって、この文中で名詞  
的述語の名詞句の部分になっている。このような、「【】ワケダ」ほ「ダ」  
と切りはなして、「11ワケガ分力ラナイ」とか「上 ］ワケヲ知リタイ」  
とか、「［］ワケノ、何カ？」としても意味は変らない。先にこのような「（い  
わゆる）形式名詞＋ダ」は助動詞化したワケダと区別すべきだと述べたが、ワ  
ケの意味としてあげられている「肇抽、原因」という意味をもち、それらの語  
とほぼ入替可能なように見えるのは、ワケが上のような構文の中で使われてい  
る場合に限るのであって、助動詞としてのワケダについては当てはまらない。   
助動詞化したワケダというのは、次のようなものである。  
（18）土佐藩の貿易ほ何かというと、これほ樟脳なんです。土佐の物産とい  
うと、前にもふれたが、木材、捕鯨、鰹節、それから和糟といったも  
のになります。これらは貿易晶にはならない。樟脳だけなんです。土  
佐も南国ですから樺が非常に多い。樟脳の製i宣は極めて簡単ですか  
ら、これを主として輸出するわけです。 （松本清張「火の鹿舟」）   
ワケダも、先のノ、ズダ、コトニ十ルと同じように、既定の、自明の事実（P）  
から推理、推論して、当然の帰結としてQがいえる、というときに校われる  
のだが、ハズダとの明らかな違いは、Qが「事実としては」既知仁既定のこと  
である点だ。ノ、ズダのようにQが未知・不確実で、それをP から推理によ  
って（可能性が客観的に高いこととして）結論するというのでなくて、Qという  
事実があるが、どうしてそういう事態になったのかという疑問が「．‥ワケダ」  
という構文の引き金となるのが→番多い。   
一方、ワケダは、客観的な当然の理屈、論理的な帰結という形はとっている  
ものの、あくまでそれは話し手自身の主観的判断であるという点でハズダと共  
通性をもち、コトニナルと対立する。長くなるので原文を引くことは控えるが、  
茂木勇・村田全『数学の思想』73ペ以下に、ワケダの恰好の例がある。イン  
ド式記教法（我々が現在使っているもの、たとえば「203」）を日本式（二百三）、  
ローマ式（CClll）と比べ、どうしてインド式記数枚で早くから「零」を表わす  
記号が作られたかが「位取り記教法」の当然の帰結として分りやすく説明され   
ムードの形式と意味（2）  
ている。こういう客観性の高い説明で使われるワケダは、先の例文（10）のよ  
うに、コトニナ／レと言い換えることができる。ここでハズダとするのが適切  
でないのほ、インド式記教法で零が案出されたこと自体は既定の事実であるか  
らだ。これがもL南米あたりで発掘された文字を解読しているような状況であ  
れば、この文明には零を表わす記号が「あったハズダ」となるであろう。   
ワケダの使われる条件として次に多いのは、ある事態Qを、その理由を述  
べることによって説明するのでなく、違う方向から見れば当然こういうふうに  
もいえる、という形でその事態の意味、意義を示すという場合である。  
（19）信吾は東向きに坐る。その際りに、保子は南向きに坐る。信吾の石が  
修一で、北向きである。菊子は西向きだから、信吾と向い合っている  
わけだ。  （川楷康成「山の音」）  
（20）飛田門太はたいそう酒が好きである。よく世間で胡、昼、晩に飲むと  
いうことを聞くが、彼のばあいは朝昼晩の三度に飲むのではなく、朝  
昼晩へ糸を通して輪に結んだかたちである、これをわかり易く云えば、  
眠るときのほか一日じゅう飲んでいる訳だ。  
（山本周五郎「真説客層記」）   
このように、「つまり」とか「言いかえると」という類の副詞で表わされる  
ような表現にワケダが使われることが非常に多いが、その「言い換え」つまり  
「角度を変えてみると」というところに自分の主観が入ってくる度合いが強く  
なると、「（トイウ）コトニナル」という形で置きかえられなくなる。それが、単  
に別の言葉で言いかえるというのから進んで、ある相手にとって、あるいほ一  
般的に既知の事実を対象とし、それを相手または一般の人が気付かない視点か  
ら見てその事実に新しい意義をもたせるということになると、語り手の主観が  
大きく入り込んで来る。歴史の記述に多く見られるが、新聞の解説記事にもよ  
く出てくる。  
（21）征韓論の決裂後、西郷は鹿児島に、板垣は土佐にそれぞれ戻り、また、  
火久保の専制に不満だった木戸は長州に引っこんでしまった。（中略）  
そして伊藤の斡旋で大阪で大久保と木戸との会見が行われることにな  
ったのです。これを大阪会議といいます。（中略）一方、板垣も土佐か  
ら大阪へ行って在野の大同団結をはかる会合を行った。（中略）偶然に  
も大阪で同時に政府側と在野側との二つの、相反する性格の会議が 持  
たれたわけです。  （松本清張「火の虚舟」）  
（2Z）八月十五日、尊氏・直義の要請で光厳の院政が正式に決定され、光厳  
の命令で豊仁践昨の式がおこなわれた。（中略）［京都の貴族たちは］光  
厳の院政に反対したが、帝氏兄弟のたっての要請で光厳に落ちつい   
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た。こうして尊氏はかれの運を開いてくれた恩人に報いることができ  
たわけである。  （佐藤進一「南北朝」）  
（23）破格の低料金でニューヨークーロンドン間を飛ぶレイカー航空の“空  
飛ぶ通勤列車”スカイ・トレーンの一番機が二十六日夜、ニューヨー  
クのケネディ国際空港を飛び立った。片道運賃は約二万八千円で、他  
社の六割五分引き。米国と欧州との間がまた近付いたわけだが、これ  
は米英航空業界のダンピング合戦の始まりでもある。  
（朝日新聞日1977，9）   
日常の使用では、ワケダはしばしば、客観的・一般的な「ものの道理」を説  
くという体裁をとりながら、そういう論理に相手を引っばり込むことによって  
実は強引に自分の主観、主張を通そうという意図のもとに使われるようである。  
その「自分の論理への引っばり込み」は、P→Qの自然的、論理的帰結という  
面からも、上のようにP という事実にQ という新しい意義をもたせるとい  
う面からも入り込んでくる。次の（2ヰ）は前者の、（25）Fま後者の例である。  
（2ヰ）「その貿易路が山の中につけられていたと思いますね」  
「しかし、その道はい宝達っていませんね？」  
「遣る道理はありません」と、郷土史家は私をあわれむようにみた。  
「それは人が険阻な山を草を分けて通っていたときの詣です。のちに  
大和に中央政権が出来、海岸沿いの政治道路が完成すると、必要はな  
くなったわけです。塩は、そういう政治道路からいくらでも奥地に供  
給されるようになりましたからね。馬や牛による荷運びが発達し、そ  
のためには迂回しても川沿いの路がとられたわけです。もう人が難渋  
して歩く最短距離は必腰がなくなったわけです」  
（松本清張「随行水行」）  
（25）「だが、久井くみ子のほうも、これまた滝村可寿子が言うように新し  
い水墨芸術でも何でもない。ただ思ン、つきでやっているというだけな  
んだ。つまり、両方とも、お互いの目糞鼻糞をわらっているわけだ」  
「ずいぶん手厳しいわ」  （松本清張「人間水域」）   
もっと放談的な日常会話では、上のような論理的必然さも違った角度からの  
見方も全く文に出ずに、ただワケもなしにワケダが連発されることにもなる。  
「一々理由は言わないが、自分の言っていることには誰でも認めないわけには  
いかない理屈に叶ったことなのだ」というような意識が潜在しているといった  
らいいすぎになるだろうか。例はいくらでも周囲に見出せるものだから省略  
し、次の否定の問題に移ろう。   
ワケダの否定には、（i）ワケがナイ、（ii）ワケデハナイ、（iii）ワケニイカナ   
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イという三つの形があって、それぞれ使い方に遠いがある。この他に、「ワケ  
／、ナイ」という「容易だ」という意味の表現があるが、これは成句として脇に  
同いておこう。   
一ワケガ（ハ）ナイは、先に（16）の例で見たような「理由」の意味をもつ名  
詞ワケにダのついた形に対応する否定形である。先行する修飾節で示されるよ  
うな事態が成立するような理由、根拠、道理はない、そういうことは理屈から  
いってあり得ない、という意味で使われる。ふつうハズガナイと置きかえるこ  
とができる。ここにもワケとハズの重なる／トさな部分があるわけだ。  
（ii）（iii）が使われる条件はより複雑である。まず一ワケデハナイから見てい  
こう。これは、たとえば、  
（26）清子は起きる気力がなかった。疲れているわけではなかったが、頭が  
持ち上がらなかった。  （井上晴「ある落日」）  
（27）地盤沈下、改修、地盤沈下の繰り返しを続けている東大阪市××給食  
センターは、夏休みを利用してこれまでにない大規模な改修を加え、  
この結果、二学期からは給食を時間通りに各学校へ運ぶことができ  
る、と関係者を喜ばせている。しかし地盤沈下はまだ完全に食い止め  
られたわけではなく、何年か彼の改修は必至という。  
（朝日新聞1977，8）  
のように、始めにある事柄（P）を述べて、その事柄から聞き手・読者が「それ  
なら当然こうこう（Q）だろう」と推論しそうなのをいわば先回りして、それを  
否定する、というときに使われる。つまり、「P（自分の言ったこと）→Q」と  
いう相手の推論を自分で想定し、それを否定する言い方だ。聞き手、読者の推  
論だけでなく、世間一般の（ふだんからの）推論を否定するという形も多い。ま  
た「P．（しかし）Qワケデノ、ナイ」という形がととのっているとも限らない。例  
ほ省略する。   
”ワケニイカナイは、ワケデハナイのやや特殊な場合である。Pからの論理  
的帰結として話し手が想定するQは、ワケデハナイのときは平叙文で表わさ  
れるような、ふつうの命題内容のものであるが、そのQが命令、要求、期待  
あるいは何らかの当為を表わすような内容のものであるときに「Qワケニ（ハ〉  
イカナイ」となるようである。  
（28）相原と別れて、子供二人抱えた房子を、親もとへ引き取れば、それで  
ことがすむというわけにはゆかない。   （川端康成「山の音」）   
先のワケダの場合も、「世間→般の常識、あるいは当事者の推論を代弁して  
いうと」という心理が働くときに「～トイウワケダ」となりやすいが、上の   
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（28）のようlこ、否定の形にもそういう心持が現れている例が多い。   
4．モノダ   
モノという名詞は、トコロに次いで多様な使い方がある。助詞と結びついて  
援続助詞化し、モノノ、モノヲ、モノダカラ、モノナラ、モノカなどとなっ  
たり、本節で見るモノダとなったり、「ダッチ‥．モノ」のように終助詞化し  
たりする。モノ自体のもつ意味については苦から多くの説がある。折口信夫に  
よると「日本の古代の信仰の方面では、かみ（神）とおに（鬼）と、たま（霊）と、  
ものの四つが代表的なものであった」ということだから、古代からの日本人の  
抽象概念の範疇の一つだったようで、多様な語法の発展の中で、何か共通する  
意味を探ることも意味のある仕事ではあろう1〉。しかし、本稿では、もっぱら  
助動詞化したモノダの用法のみに焦点をしぼって考えることにする。それはほ  
ぼ次の四つぐらいの類型に分けられるようである。  
（i）ある実体、または個別的な概念について、その本性、習性を述べる。  
「本性、習性」を述べるといっても、生物学や物理・化学などである物の性  
質を説明するときには、「水は摂氏百度で蒸発する」のように、単に述語の現  
在形（終」上形）で言い切るのがふつうであろう。わざわざ「′・■トイウモノノ、．  
モノダ」というときは、話し手が、相手、または一般の人はよく分っていない  
ようだが、自分はこれがそのものの本性だと思うということ、自分のそのもの  
についての一般化（generalization）を主張したいということがあると考えられ  
る。ムードの助動詞たるゆえんである。  
（28）妻はある時、男の心と女の心とはどうしてもぴたりと一つになれない  
ものだろうかと言いました。  （夏日漱石「こころ」）  
（29）山登りに熱中したことのある者ならば経でも、死ぬまで抱きしめてい  
たいというような、そんな山の風景をひとつやふたつほ持っているも  
のだ。  （古井自吉「酔いざめに夏山を見る」）  
（30）病人はいつも自分より軽症の者に嫉妬を感ずるものだ。  
（山本周五郎「将監さまの細みち」）   
このような、本性・習性についての自分の考えは、当然の勢いとして、ある  
物事について「かくあるべし」という主掛こ発展する。  
1）拙稿「「もの」と「こと」」（→文献（5））、また文献（9）も。）   
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（ii）理想、当為、期待   
次の2例は上の心の動きを表わしている。  
（31）「一女は男から好かれ、男から惚れられるものよ。」  
菊次はそういう。女のほうから惚れると必ず苦労する。相手のよし  
あしにかかわらず、男には決して惚れるものではない、というのであ  
る。  （山本周五郎「なんの花か葬る」）  
（32）塁はゆるゆると、すずりの表面をなでるような気持でするものです♭  
カを入れて、ごしごしこするものではありません。   （榊美山）  
上の（i）（ii）の用法のモノダは、動詞、形容詞の現在形に付く。   
否定は、（i）は「一ナイモノダ」、（ii）の気持が強いときには「〝モ／デハナ  
イ」となるのが、少なくともふつうであるようだ。  
（iii）ある事件・事態の因敵背景の説明   
ある既に起った事件について、どうしてそう事態が起ったのかについて聞き  
手・読者が知りたいだろうと話し手が考えて解説を加える、そういうモノダの  
使い方は、当然ながら新聞の記事に圧倒的に多いが、それ以外の書きものにも、  
また日常の会話でも珍しくない。まず、事件を報道し、次いでそれについて解  
説を加えるというこの用法の典型的な例を一つあげる。  
（33）金相場が十七日ニューヨーク市場で1オンス＝800ドルの大台を超し、  
一時は820ドルの高値をつけた。中東でのソ連軍の動きを懸念したも  
？で、十五日に700ド′レを突破してからわずか二日目のこと。   
しかし小説などではこの順序が次のように逆になることもよく見られる。  
（3ヰ）おそらく気まぐれな狩猟家か悪戯ずきな鉄砲うちかが狙い撃ちにした  
ものに遠いありません。私は沼他の岸で一羽の雁が苦しんでいるのを  
見つけました。雁はその左の巽を自らの血潮でうるおし、満足な右の  
翼だけ空しく羽ばたきさせて、水草の密生した湿地で悲鳴をあげてい  
たのです。  （井伏鱒二「屋根の上のサワン」）   
また日常会話では、次のように説明の対象が単に外界のもの、目前の現象で  
あることも多い。  
（35）このガラスの切り口を見ると、だれかが、ダイヤモンドか何かの固い  
もので切ったものらしい。  
（iv）ある事態に強く印象を受け、感心した場合の表現   
ふつう「ヨク‥．タモノダ」という形をとるが、「ヨク」はないこともあり、  
「シカシ 」というような形が伴うこともある。また（謂）のように、相手に言う  
ときには事情によって皮肉を表わすこともある。   
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（36）親と子であっても、よくここまで似たものだと思うほどよく似ていた。  
（37）しかし、みんな早く死んだものですね。  （川端康成「千羽鶴」）  
（38）「病気保養だと？また器用にあの翌る日から病気になったものだな  
‥」  （松本清張「大黒屋」）  
（Ⅴ）回想   
過去のことを思い出して、なつかしむ感じを表わすのに使われる。英語の  
‘．used to一ノ と過去のくり返し、習慣、状態などを思い出して言う点は似て  
いるが、モノダは、ただ過去の琴線を言うというだけでなく、何らかの感慨を  
こめて言うのでないとおかしい、という点で異なる。  
（39）駅弁といえば、以前は販売人がべ／レトのついた箱に弁当を山ほど積ん  
で肩にかけ、声をからして危ない線路を横切り、ホームからホームへ  
売り歩いた。列車が動き出すと、それにあわせて走りながら、開いた  
窓から客に弁当を売って釣り銭を渡したものだ。こんな光景も今では  
ほとんど見られなくなった。  （高垣雄二郎「時刻表の楽しみ」）   
この「回想」のモノダと、先の「感心」のモノダは、（内側の否定はあるが）  
それ自体の否定形「一モノデノ、ナイ」は使われない。前の述語は、形容詞のこ  
ともあるが、動詞の過去形であるのが一番多い。   
以上の他に、まだどういうふうに類型化したらいいのかよく分らないような  
ものもあるが、助動詞としてのモノダの用法としては、大体上の五つの型のど  
オtかに入るのではないかと思う。  
5．コトダ  
「‥・コトダ」も、はじめに述べたように、「Ⅹノ、Yダ」の「Y」の部分に  
用言ないし文相当のものが来て、それを名詞化するために「コト」を付けて  
「ダ」につないだ、という場合を除き、ムードの助動詞として固定したものと  
見てよいのは、次の二つのタイプぐらいであろう。  
（i）「～ことが大切、必要だ」の意味   
たとえば、  
（側）「復帰した以上、日本人になり切ることです。子どもの将来、たとえ  
ば進学や就職にさいして、洋名では、自ら差別を求めることになりは  
しないでしょうか。」  （サンデー毎日）  
これの否定には「～ナイコトダ」（＝－しないことが必要だ、大切だ）と、「－  
コトハナイ」（＝－する必要はない、－しなくてもよい）のふた通りがある。   
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（ヰり「．‥場合によっては市沢庸亮のところへどなりこんでやろう。なに、  
旧華族だとか、有名人だとか言ってるが、他人の女を横取りする寄生  
だから、遠慮することはない。」  （松本清張「人間水域」）  
（ii）感心、感嘆  
（42）「今頃になって、よくそんなことが言えたことだ」  
というような使い方で、「ヨクーモノダ」と重なるところがあるが、必ずしも  
いつも入れ替えが可能というわけではない。   
この用法の「ダ」が落ちると、  
（43）「よく思い立って出ていらっしゃいましたこと」  
というようになる。女性専用のようである。これはもう「モノ」が終助詞化し  
たものというべきであろう。   
この他に、「アイツノコトダ、マタドコカデ道草喰ッテルンダロウ」という  
ようなコトダの使い方があるが、述語ないし文相当のものに付くのでないので  
ここでは省く。   
また、コトガアル（ナイ）、コトニスル、コトニナッティル、コトガデキルな  
ども複合助動詞といっていいように結びつきの固いものだと思われるが、ここ  
では一応、コトダだけをムードの助動詞の中に入れた。  
6．トコロダ  
「トコロ」も日本人の現象の捉え方の一つの基本的な型といってよいと思わ  
れる。その用法は、先に記したように、いわゆる形式名詞のうちで最も拡がり  
が大きい。   
全体に共通すると思われるのは、これが「ある広がり（空間的、時間的）の中  
の一部分に、スポットライトを当てる」ときに使われることばだということで  
ある。   
文法書の中には、「－シタトコロダ」を「完了態」、「－ス／レトコロダ」を「将  
然態」というふうに、これを動詞のいろいろな形と合して「アスペクト」を表  
わすものだと説明しているのが見られる。「アスペクト」に、後に述べるよう  
な主観的な色彩を持たせるならともかく、ふつうのこの用語からいうと、一ト  
コロダを単にアスペクトの表現だというのは当らないと考える。たとえば、電  
話などで「今トランプをしているところだ」などとはいうが、雨が降っている  
「継続のアスペクト」を表わすのに、「今雨が降っているところだ」などとは言  
わないのではないか。逆に今の電話の会話のような場面で、「今何してるの？」   
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「今トランプをしている」というだけでは、日本語らしい話しことばとは言え  
ないように思う。アスペクトを表わすというべきは、・－スル（未来）、一シティ  
／レ（現在の進行または結果の状態）、”シタ（完了）等々の動詞の形であろう。「ト  
コロダ」は、主格に立つものが、時の流れの中で、現在これこれの状況にある  
ということを、意味のある、または期待されている、情報と話し手が考えて付  
け加える表現であると思う。  
（糾）九月。休暇ボケ、暑さポケと緑を切り、一ネジ巻きたいところ。  
く日経1971，9）  
（45）加藤が六回、谷沢に二塁打されると、長島監督は／ト走りでマウンドに  
かけあが？た。いつもなら、杉下コーチがゆっくりとマウンドに歩み  
よるところだが．  （朝日1978）  
のような使い方は日常非常に多い。   
トコロのこのような意味は、「警察で調べたところ」「いくら貯めたところで」  
「泥棒が窓からとびおりたところを」のように接続助詞に準ずる働きにも、「あ  
いつにも存外初心なところがある」のような実質的な名詞としての使い方にも  
通じていえるものである。これまた別の話題として取り上げたことがあるので  
ここではトコロダについて上のことを指摘するにとどめる2）。   
7．ノダ   
コト、モノ、トコロのような名詞は、極めて抽象度の高いものであるが、な  
おそれぞれ固有の意味内容、というより日本人の対象のつかみ方、類別の仕方  
を示している。それらの互いに他と区別される個性が消え去って、動詞や形容  
詞、ないしは文相当のものに、ただ名詞的性格を持たせるというだlナの職能を  
もつもの、それが「ノ」であると思う。   
ノダは、だから、元来は、「Ⅹノ、Yダ」のYが文であったためにノがつけ  
られそれにダがっいたものである。  
アレハ何ダ？  
一食用蛙ダ。  
アノ音ハ何ダP  
一食用蛙ガナイチイ／レノダ。   
ノダは、しばしば言われているように、「ⅩハYダ」の、「Ⅹ」が外界の事  
艶、または上の例のように談話の中の先行する名詞句を指すのが、むしろふつ  
2）拙稿「「トコロ」の意味と機能」（→文献（4））   
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うである。  
「ⅩハYダ」のYが単一の名詞であっても、「Yダ」の表わす内容は、Ⅹ  
の属する類、用途、理由というように意外に実際は多様である。ノダの意味内  
容が多様なように見えるのは、もともと「Y（名詞）ダ」の意味内容そのものが  
多様なことに由来する、といえるだろう。  
ドゥシテ行カナカッタノダラ  
ー忘レティタノダ。  
のノダが、理由を表わすと思われるのも、文脈からそう解釈されるのだと考え  
るべきだろう。   
ただ、  
シッカリスルノダ。  
サッサト歩タンダ！  
のような、命令、忠告、激励などを表わナノダの用法は、助動詞として固定し  
たノダの特殊な用法として記述しておく必要はあるだろう。  
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